
項目名 H25目標 H25実績 達成率

雲南独自基準の設定
※化学農薬成分使用回数
（回）

720

(680)

園芸品目ＪＡ取扱額

（百万円）

産直販売額

（百万円）

産直協議会会員数

（人）

234

(230)

130

(70)

42

(29)

プロジェクト 全体評価（総括・検証）
成果指標と達成率

103%
特別栽培米（エコロジー米）
面積(ｈａ)

490 506

雲南圏域プロジェクト全体評価及び成果指標の達成状況（平成２５年度）

ＮＯ

10 10 100%

ＪＡ加工所の精米袋販売量
（ｔ）

718 99%

400 100%

うち新たな経営体が占める
出荷頭数　(頭)

0 0 －

奥出雲和牛出荷頭数　(頭) 400

360 342 95%

雲南農業を支える産直
と園芸産地の強化プロ
ジェクト

・園芸品目ＪＡ取扱額は目標の106％。うち産直販売額は目
標の108％を達成。特に道の駅たたらば壱番地内の直売
所「よってごしな菜」では順調な販売で当初売上目標額を
大きく上回った。

・産直協議会会員数については、2,927人となり今年度目
標を達成。

・研修会等により直売所経営者や販売担当者の販売スキ
ルの向上が図られた。

・飯南町交流物産館（ｉまるシェ）が三次市に開設となり、新
たな販路が拡大した。

・巡回指導、研修会、講習会を実施し各種園芸産品生産
（いちご、シャインマスカット、軟弱野菜等々）、トロ箱栽培に
おいて生産安定化等に取組が出来た。

・新たな推進品目となる飯南町の「しょうが」が美味しまね認
証を取得。

1,196 1,265 106%

686

和牛振興(三位一体で
奥出雲和牛の再構築）
プロジェクト

738 108%

2,790 2,927 105%

横田国営開発農地再
生プロジェクト

・耕作放棄地解消のため所有者と借入希望者のマッチング
や担い手への農地集積を実施するとともに、生産性向上の
ため農地の再整備や防護柵等鳥獣害対策を実施し、農地
活用面積は増加し、今年度目標を達成。

・トマト、タラノメ、エゴマ、サツマイモ、ぶどう等各作目の栽
培指導や企業間連携で新たな加工品の開発等が進んだ。

・ソバ、エゴマ等土地利用型作物の生産拡大に向け、補助
事業を活用した機械導入で機械化体系の確立が図られ
た。

・エゴマの栽培面積が１８．１haで県内最大の取組となっ
た。

農地活用面積（作付可能面
積271haの内数）　　　（ｈａ）

237 101%

34 81%

参入企業、農業生産法人
への農地集積面積（ha）

75 75 100%

参入企業販売額合計
（百万円）

152 117%

雲南―１

雲南―２

雲南－３

雲南－４

作業受委託等、参入企業が
行う地域との労働力補完の
実施面積（ha）

奥出雲和牛肉販売金額
（百万円）

島根の米をリードする
雲南の米づくりプロジェ
クト

・集落営農組織等への働きかけ、栽培履歴調査や現地研
修会の開催などに取り組んだ結果、集落営農法人が新規
に２４ｈａの取組拡大し、栽培面積については今年度目標を
達成できた。

・化学農薬成分使用回数については、稲作暦で１０成分以
下を基準としていたが、実態調査したところ、雲南市北部で
は平均5～6成分となった。また、奥出雲でも24年産に比べ
削減できた。

・販売先確保に向けた商談会、ＰＲ活動等の実施や、販売
促進活動を展開。「田植え囃子」についてはＰＲパンフレッ
トを作成したが、知名度アップが継続課題となった。

・ＪＡ加工所の精米袋販売量は店頭販売活動等により今年
度目標の99.7％を達成。

・吉田種子選穀場は改修工事により、つや姫ラインが整備
できた。

・生産基盤の衰退により地域内一貫生産体制の維持が難
しくなってきたことから、当面繁殖基盤の立て直しを図るた
め、プロジェクトの取組項目（繁殖対策→改良対策・増殖対
策、肥育、販売対策→肥育・加工流通対策、その他対策→
増殖対策）及び成果指標（肥育出荷頭数→子牛出荷頭
数、和牛肉販売金額→集落畜産取組数、新たな経営体→
枝肉格付上物率、新規→繁殖基盤再構築）の見直しを行
い、２６年度から新たな推進項目でスタートする。

・放牧事業の取り組み拡大に向けては、意向集落との意見
交換や導入支援により、１集落で放牧場が整備できた。


